
（兵庫県）

合
併
・
新
市
発
足
後
の
17
年
間
で 

成
功
し
た
企
業
誘
致
は
34
件

　

瀬
戸
内
海
と
大
阪
湾
を
分
け
る
よ
う
な
形
に
位
置

す
る
、
瀬
戸
内
最
東
端
に
し
て
最
大
の
島
・
淡
路
島

の
行
政
圏
は
、
現
在
、
北
部
か
ら
順
に
兵
庫
県
淡
路

市
・
同
洲
本
市
・
同
南
あ
わ
じ
市
の
３
市
に
区
分
さ

れ
て
い
る
。

　

淡
路
島
が
歴
史
上
に
登
場
す
る
時
期
は
古
い
。

《『
古
事
記
』
の
冒
頭
を
飾
る
「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」

〜
古
代
国
家
を
支
え
た
海
人
の
営
み
〜
》は
、
日
本
遺

産
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、
神
話
上
で
伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諾
尊
・

伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

弉
冉
尊
が
生
ん
だ
最
初
の
島
と
さ
れ
る
淡
路
島
と

隣
の
沼ぬ
し
ま島
は
、
古
来
、
朝
廷
に
優
れ
た
水
産
物
や
農

産
物
を
貢
納
す
る「
御み
け
つ
く
に

食
国
」と
し
て
も
特
別
視
さ
れ

て
き
た
。

　

律
令
制
が
敷
か
れ
た
７
世
紀
後
半
以
後
、
淡
路
島

は
お
お
む
ね
全
島
で《
淡
路
国
》を
形
成
し
た
。
中
世

以
降
、
多
彩
な
領
主
が
島
内
を
分
治
。
近
世（
江
戸
時

代
）に
は
、
四
国
の
徳
島（
阿
波
）藩
に
全
島
が
属
し
、

明
治
９（
１
８
７
６
）年
か
ら
は
本
州
の
兵
庫
県
に
属

す
な
ど
、
近
代
以
降
は
文
化
・
経
済
圏
共
に
、
兵
庫
・

徳
島
の
両
県
と
密
接
な
関
係
を
構
築
し
て
き
た
。

　

近
代
の
市
制
・
町
村
制
公
布（
明
治
21
／
１
８
８
８

年
４
月
）
以
後
、
島
内
で
最
初
に
市
制
施
行
し
た
の

は
、
中
央
部
に
位
置
す
る
旧
洲
本
市
（
昭
和
15
／

１
９
４
０
年
２
月
施
行
）
だ
。
洲
本
市
は
平
成
18

（
２
０
０
６
）
年
に
旧
津
名
郡
五
色
町
と
新
設
合
併

し
、
新
洲
本
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
前
年
、
平
成
17（
２
０
０
５
）年
１
月

に
は
南
部
４
町
（
旧
三
原
郡
三
原
町
・
同
緑
町
・
同

西せ
い
だ
ん淡

町
・
同
南な

ん
だ
ん淡

町
）
の
合
併
に
よ
り
、
新
市
・
南

あ
わ
じ
市
が
発
足
。
同
年
４
月
に
は
、
北
部
５
町（
旧

津
名
郡
津
名
町
・
同
淡
路
町
・
同
北ほ
く
だ
ん淡
町
・
同
一
宮

町
・
同
東
浦
町
）
の
合
併
に
よ
る
新
市
・
淡
路
市
の

誕
生
が
実
現
し
た
。
こ
の
平
成
17
・
18
年
の
一
連
の

合
併
に
よ
り
、
旧
洲
本
市
誕
生
か
ら
65
年
近
く
続
い

て
い
た
淡
路
島
の
「
１
市
10
町
体
制
」
は
、
一
気
に

「
３
市
体
制
」へ
と
再
編
さ
れ
た
。

　

淡
路
島
は
有
人
離
島
だ

が
、
現
在
置
か
れ
て
い
る

地
理
的
環
境
は
か
な
り
特
徴

的
だ
。
南
あ
わ
じ
市
が
大お
お
な
る
と
き
ょ
う

鳴
門
橋

（
昭
和
60
／
１
９
８
５
年
架
橋
）
で
四
国

（
徳
島
県
鳴
門
市
）
に
直
結
、
淡
路
市
が
明

石
海
峡
大
橋（
平
成
10
／
１
９
９
８
年
架
橋
）で
本

州
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
に
直
結
。
人
口
総
計
約
13
万

人
弱（
今
年
７
月
現
在
）の
淡
路
島
は「
本
州
と
も
四

国
と
も
陸
続
き
の
離
島
」
を
形
成
し
て
い
る
。
も
と

も
と
本
州
と
淡
路
島
最
北
部
を
隔
て
る
明
石
海
峡

の
最
小
幅
は
３
・
６
㎞
、
淡
路
島
最
南
部
と
四
国
を

隔
て
る
鳴
門
海
峡
の
最
小
幅
も
、
わ
ず
か
１
・
34
㎞
。

淡
路
島
と
本
州
、
四
国
は
ま
さ
に「
指
呼
の
間
」で
、

市 政 ル ポ 淡
あ わ じ

路市

門
かど

　康
やすひこ

彦
淡路市長

幸
を
呼
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
が
出
生
率
向
上
の
予
兆
!?

《
い
つ
か
き
っ
と
帰
り
た
く
な
る
》
淡
路
の
ま
ち
づ
く
り
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船
舶
に
よ
る
往
来
も
古
く
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
四
架
橋
に
よ
り
高
速
交
通
網
が
整
備

さ
れ
、
淡
路
島
が
本
州
・
四
国
と
一
本
の
陸
続
き
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
波
及
効
果（
関
西
市
場
へ

の
物
流
面
の
至
便
化
、
四
国
方
面
と
の
往
来
も
含
め

た
観
光
振
興
な
ど
）は
、
淡
路
島
の
そ
の
後
の
発
展
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

本
州
と
四
国
を
結
ぶ
本
州
四
国
連
絡
橋
事
業
（
橋

梁
部
＋
前
後
の
道
路
部
分
）
に
は
、
平
成
10
年
全
線

開
通
の
「
神
戸
・
淡
路
・
鳴
門
ル
ー
ト
／
神
戸
淡
路

鳴
門
自
動
車
道
、
全
長
89
㎞
」
の
ほ
か
、
昭
和
63

（
１
９
８
８
）
年
全
線
開
通
の
「
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト

／
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
＋
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｊ
Ｒ
四

国
、
全
長
37
・
30
㎞
」、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
全

線
開
通
の
「
尾
道
・
今
治
ル
ー
ト
／
西
瀬
戸
自
動
車

道
、
全
長
59
・
40
㎞
」の
３
ル
ー
ト
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
児
島
・
坂
出
ル
ー

ト
と
尾
道
・
今
治
ル
ー
ト
は
、

本
州
と
四
国
を
結
ぶ
瀬
戸
内
海

部
分
が
、
お
お
む
ね
小
さ
な
離

島
を
橋
梁
で
つ
な
い
で
い
る
の

に
対
し
、
神
戸
・
淡
路
・
鳴
門

ル
ー
ト
の
瀬
戸
内
海
で
の
主
役

は
、
南
北
約
53
㎞
に
及
ぶ
淡
路

島
そ
の
も
の
。
現
代
の
淡
路
島

は
、
旧
淡
路
国
以
来
の
独
立
し

た
生
活
圏
を
３
市
共
同
で
独
自

に
保
つ
と
同
時
に
、
本
州
・
四

国
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
の

性
格
を
、
島
全
体
で
強
く
発
揮

し
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。

　

中
で
も
今
回
訪
問
し
た
淡
路

市
は
、
兵
庫
県
の
県
都
・
神
戸

市
と
陸
続
き
の
ま
ち
、
淡
路
島

の
本
州
側
・
玄
関
口
と
し
て
の

強
み
と
特
色
を
生
か
し
、
例
え

ば
新
市
発
足
以
後
、
未
利
用
地

へ
の
企
業
誘
致
に
次
々
成
功
。

全
国
の
自
治
体
関
係
者
、
企
業
関
係
者
な
ど
か
ら
そ

の
動
向
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
淡
路
市
誕
生
（
平
成
17
年
）
以
後
に
本
市
が
実
施

し
て
き
た
市
外
企
業
の
誘
致
活
動
の
成
立
事
例
は
、

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
を
皮
切
り
に
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
ま
で
の
17
年
間
で
、
累
計
34
件
（
※

注
／
同
一
企
業
グ
ル
ー
プ
の
複
数
回
の
誘
致
・
進
出

も
含
む
た
め
28
社
）
に
達
し
て
い
ま
す
。
撤
退
し
た

企
業
の
事
例
は
４
件
だ
け
。
そ
れ
以
外
の
30
件
（
同

24
社
）は
健
在
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
現
在
進
行
形
の
新
た
な
誘
致
案
件
お

よ
び
誘
致
済
み
企
業
に
よ
る
業
務
拡
大
な
ど
の
動
き

も
活
発
で
す
。
付
随
し
て
、
既
存
の
地
域
企
業
や
農

業
の
活
性
化
に
も
そ
の
熱
気
が
拡
大
す
る
な
ど
、
市

の
経
済
的
・
文
化
的
基
盤
に
大
き
な
刺
激
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
非
常
に
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
門
康
彦
淡
路
市
長
だ
。
門
市
長

は
地
元
・
旧
津
名
町（
淡
路
市
）の
出
身
で
、
大
阪
の

大
学
を
卒
業
後
、
兵
庫
県
に
入
庁
。
長
く
兵
庫
県
の

財
政
運
営
に
携
わ
り
、
平
成
13（
２
０
０
１
）年
４
月

御食国・淡路の代表的な農産物の一つタマネギ（道の駅
あわじ）

「国生み神話」に登場する「おのころ島」の伝承地・絵島（県指定文化財）は、淡路国一の宮・伊弉諾神宮と共に日本遺産の基盤

名物・イカナゴのシンコ（新子）は御食国・淡路の春の味
覚の代表の一つ

淡路市

神戸市
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か
ら
は
２
年
間
に
わ
た

り
、
兵
庫
県
淡
路
県
民

局
長
と
し
て
、
淡
路
島

全
体
（
当
時
は
１
市
10

町
時
代
）
の
振
興
に
深

く
関
与
す
る
立
場
に

あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
当
時
は
平
成

の
大
合
併
の
最
盛
期

だ
。
地
元
出
身
で
淡
路

島
全
域
の
振
興
を
け
ん

引
し
た
経
験
を
持
つ
門

市
長
は
、
北
部
５
町
合

併
の
か
じ
取
り
役
を
地

域
の
人
々
か
ら
強
く
要

望
さ
れ
、
平
成
17
年
５

月
の
淡
路
市
発
足
に
伴
う
第
１
回
市
長
選
に
出
馬

し
、
当
選
。
今
年
で
５
期
18
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

誘
致
企
業
を
加
え
た
総
力
連
携
で
図
る 

淡
路
市
お
よ
び
全
島
の
振
興

　

そ
れ
に
し
て
も
、
人
口
規
模
４
万
人
強
の
淡
路
市

（
８
月
１
日
現
在
で
４
万
２
５
７
２
人
）
に
お
い
て
、

新
市
発
足
後
の
17
年
間
の
企
業
誘
致
件
数
が
累
計
34

件（
28
社
）に
達
す
る
と
い
う
実
績
は
す
ご
い
。
そ
れ

以
上
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
後
の
撤
退
が
４
件
だ

け
と
い
う
、
誘
致
企
業
の
定
着
度
の
高
さ
だ
。

　
「
企
業
誘
致
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
誘

致
が
成
立
し
た
段
階
で
終
わ
り
、
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
誘
致
に
呼
応
し
て
く
れ
た
企
業
が
い
か
に
地
域

に
溶
け
込
み
、
新
た
な
雇
用
の
場
と
な
り
、
地
域
の

中
で
発
展
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
も
た
ら

し
、
地
域
の
既
存
企
業
や
行
政
、
市
民
と
心
を
合
わ

せ
、
近
未
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

原
動
力
に
も
な
っ
て
い
た
だ
く
の
で
な
け
れ
ば
、
誘

致
成
功
の
効
果
は
、
半
減
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
、
強
制
は
い
た
し
ま

せ
ん
が（
笑
）、
私
は
誘
致
企
業
に
は
な
る
べ
く
、
地

域
の
商
工
会
に
入
り
、
地
域
と
の
一
体
化
を
末
永
く

図
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
」（
門

市
長
）

　

淡
路
市
商
工
会
の
話
で
は
、
誘
致
後
に
現
在
も
活

発
な
企
業
活
動
を
市
内
で
展
開
し
て
い
る
24
社
の
う

ち
、
７
社
が
商
工
会
に
加
盟
。
今
後
の
加
盟
を
検
討

し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
既

に
加
盟
し
て
い
る
企
業
を
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
代
表

す
る
の
は
、
平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
創
業
後
、
国

内
外
に
65
社
の
傘
下
企
業
を
持
ち
、
年
間
売
上
高
が

３
０
０
０
億
円
以
上
に
も
達
す
る
、
株
式
会
社
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
だ
。

　
「
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
２
年

前
の
令
和
２
年
９
月
、
東
京
に
あ
る
本
社
機
能
の
一

部
を
、
淡
路
島
に
段
階
的
に
移
す
と
い
う
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
東
京
で
働
く
約
１
８
０
０

人
の
社
員
の
う
ち
、
１
２
０
０
人
前
後
を
本
社
機
能

と
共
に
淡
路
島
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
移
転
の
中
心
地
は
、
人
材
派
遣
を
軸
に
多
彩
な

業
態
を
持
つ
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
企
業
の
一
つ

《
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
ふ
る
さ
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
》を
、
平
成
23（
２
０
１
１
）年
に
初
め
て
誘
致
し
、

淡
路
島
と
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
と
の
絆
を
醸
成
す
る

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
淡
路
市
で
す
。

　

パ
ソ
ナ
ふ
る
さ
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
出

後
最
初
の
事
業
は
、
統
廃
合
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

小
学
校
の
空
き
校
舎
の
商
業
的
な
再
利
用
（
旧
野
島

小
学
校
を
カ
フ
ェ《
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
》に
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
同
社

は
誘
致
か
ら
２
年
後
の
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
、

私
た
ち
の
趣
旨
を
理
解
し
、
商
工
会
に
加
入
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

２
年
前
の
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
本
社
機
能
移
転
の

発
表
直
後
に
は
、
市
内
に
進
出
済
み
の
同
社
系
列
企

業
を
含
め
た
、
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
（
※
グ
ル
ー
プ
企

業
が
市
内
で
運
営
す
る
施
設
は
、
遊
戯
施
設
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
宿
泊
施
設
な
ど
多
彩
）と
し
て
、

淡
路
市
商
工
会
に
加
入
し
直
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
末
ま
で
に
、
約
３
５
０

人
の
本
社
社
員
を
既
に
淡
路
島
に
移
転
さ
せ
て
い
ま

す
。
令
和
６（
２
０
２
４
）年
ま
で
に
は
さ
ら
に
淡
路

市
を
中
心
に
、
８
０
０
人
以
上
も
の
社
員
が
移
転
し

て
き
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
淡
路
市
は

も
ち
ろ
ん
、
淡
路
島
全
体
に
と
っ
て
も
非
常
に
あ
り

が
た
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
」（
門
市
長
）

　

こ
の
談
話
に
も
あ
る
よ
う
に
、
門
市
長
が
地
域
の

発
展
を
語
る
際
に
は
し
ば
し
ば
、
淡
路
市
だ
け
で
な

く
、
淡
路
島
全
体
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
加
わ
る
。

　
「
き
れ
い
事
を
言
う
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
私
は
首
長
と
し
て
は
淡
路
市
の
発
展
を
常
に

第
一
に
考
え
ま
す
が
、
兵
庫
県
淡
路
県
民
局
長
時
代

淡路市の北端からは神戸市・明石市のある本州が指呼の間（道の駅あわじから明石
海峡大橋を遠望）
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な
ど
に
培
っ
た
一
行
政
マ
ン
と
し
て
の
思
い
か
ら

は
、
淡
路
島
全
域
の
振
興
が
、
や
は
り
常
に
念
頭
に

あ
り
ま
す
。
淡
路
市
の
発
展
は
む
し
ろ
、
淡
路
島
全

域
の
振
興
に
支
え
ら
れ
て
初
め
て
成
る
と
さ
え
、

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
洲
本
市
や
南
あ
わ
じ
市
の

市
長
さ
ん
方
も
同
様
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
の
淡
路
国
の
よ
う
に
、
小
さ
な
島
で
す
か

ら
、
行
政
体
は
本
来
、
一
つ
で
あ
る
べ
き
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。
現
状
で
は《
淡
路
定
住
自
立
圏
》や
ご
み

処
理
の
広
域
行
政
事
務
組
合
と
い
う
よ
う
な
形
で
の

連
携
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
３
市

連
携
に
、
厳
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
競
争
で
培
わ
れ
た
、
誘

致
企
業
の
持
つ
経
験
値
や
幅
広
い
視
野
を
加
え
る
こ

と
で
、
新
た
な
化
学
反
応
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
期
待
も
し
て
い
ま
す
」（
門
市
長
）

　

そ
の
萌ほ
う
が芽

は
例
え
ば
、
令
和
３
年

２
月
に
淡
路
市
・
洲
本
市
・
南
あ
わ

じ
市
と
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
が
共
同
で

設
立
し
た
《
淡
路
島
パ
イ
ロ
ッ
ト
Ｈ

Ｑ
（
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
）
協
議
会
》

（
以
下
、
Ｈ
Ｑ
協
議
会
）の
存
在
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｈ
Ｑ
協
議
会

は
、
淡
路
島
に
本
社
機
能
な
ど
を
分

散
し
た
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
開
設
や
移
転
を
検
討
し
て
い
る
島

外
の
企
業
に
向
け
、
拠
点
開
設
や
移

転
な
ど
を
支
援
す
る
組
織
だ
。
現
在

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
大
き

な
動
き
は
な
い
。
だ
が
今
後
、
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
と
淡
路
島
３
市
の
連
携

実
績
な
ど
の
発
信
や
、
本
社
機
能
移
転
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
な
ど
、
淡
路
島
へ
の
企
業
誘
致
・
進
出
を
促
進

す
る
事
業
を
、
多
彩
に
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
企
画
が
生
ま
れ
た
の
も
、
平
成
23
年
か
ら

続
く
淡
路
市
と
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
関
係
が

き
っ
か
け
」（
門
市
長
）
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
逆

に
、
淡
路
市
と
の
連
携
で
育
ん
で
き
た
、
パ
ソ
ナ
グ

ル
ー
プ
の《
地
方
創
生
事
業
》全
体
へ
の
手
応
え
が
あ

る
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

人
口
減
少
抑
制
の
兆
し
と 

「
い
つ
か
き
っ
と
帰
り
た
く
な
る
街
」づ
く
り

　

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
と
淡
路
市
と
の
単
独
連
携
の
事

業
に
目
を
向
け
る
と
、
淡
路
市
が
所
有
す
る
未
利
用

地
の
有
効
活
用
、
交
流
人
口
の
創
出
お
よ
び
地
域
活

力
の
向
上
な
ど
、
地
域
創
生
を
総
合
的
に
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
《
淡
路
市
夢
舞
台
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
・
パ
ー
ク
の
土
地
利
用
事
業
》（
今
年
３
月
に
契
約

締
結
）が
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。

　

淡
路
市
夢
舞
台
は
、
神
戸
市
と
直
結
す
る
明
石
海

峡
大
橋
に
程
近
い
企
業
団
地
で
、
プ
ラ
イ
ミ
ク
ス
株

式
会
社（
撹か
く
は
ん拌

機
専
門
メ
ー
カ
ー
）、
オ
リ
エ
ン
タ
ル

製
靴
株
式
会
社
、
株
式
会
社
イ
レ
ブ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
（
自
動
車
の
シ
ー
ト
カ
バ
ー
専
門
メ
ー

カ
ー
）、
株
式
会
社
大
谷
鉄
工
所
な
ど
の
誘
致
企
業

と
共
に
、
聖
隷
淡
路
病
院
な
ど
市
内
の
既
存
企
業
・

団
体
も
新
た
に
移
転
。
そ
れ
ら
の
企
業
に
勤
務
す
る

子
育
て
世
代
の
た
め
の
認
定
こ
ど
も
園
も
あ
る
。
ま

た
周
辺
エ
リ
ア
に
は
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
テ

平成26年に「夢舞台サスティナブル・パーク」へ市内移転した聖隷淡路病院は、
淡路市の地域医療の拠点施設

「夢舞台」に立地する国際コンベンション施設兼ホテル《グランドニッコー淡路》

企業団地「夢舞台サスティナブル・パーク」には市内外から多彩な業種の企業が集結中
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ル《
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
淡

路
》や
、
淡
路
島
国
営
明
石

海
峡
公
園
な
ど
交
流
施
設

も
豊
富
に
立
地
し
て
い
る
。

　

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
が
淡
路
市
と
結
ん
だ
契
約
は
、

こ
れ
ま
で
散
発
的
に
進
出
し
て
き
た
前
述
企
業
群
を

含
む
夢
舞
台
全
般
の
在
り
方
を
リ
・
デ
ザ
イ
ン
。
交

流
人
口
創
出
、
地
域
活
力
向
上
、
脱
炭
素
化
、
未
来

型
都
市
空
間
（
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
ほ
か
）
の
形
成
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
文
字
通

り
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
）な
土
地
利
用
を
目

指
す
も
の
だ
。

　

同
事
業
の
現
況
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
新
市

発
足
以
来
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
き
た
淡
路
市
の
企

業
誘
致
、
誘
致
後
の
新
た
な
拡
充
な
ど
は
現
在
、
既

に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
淡
路
市
内
を
西
海
岸
・
東
海
岸
沿
い
に
、

ほ
ぼ
１
時
間
に
１
本
の
割
合
で
「
時
計
回
り
」「
反
時

計
回
り
」
で
巡
る
市
営
路
線
バ
ス
な
ど
を
利
用
し
、

ざ
っ
と
回
っ
て

み
る
と
、
多
彩

な
誘
致
企
業
に

よ
る
多
様
な
地

域
活
性
化
が
、

市
内
各
所
で
精

力
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と

が
改
め
て
実
感

で
き
る
。

　
「
レ
ス
ト
ラ

ン
事
業
を
中
心
に
西
海
岸
で
展
開
し
、
淡
路
市
に
移

り
住
む
人
た
ち
の
た
め
の
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
、

や
は
り
地
域
創
生
に
熱
心
な
株
式
会
社
バ
ル
ニ
バ
ー

ビ
や
、
コ
ー
ヒ
ー
の
焙ば
い
せ
ん煎

工
場
に
カ
フ
ェ
を
併
設
し

た
新
業
態
が
好
評
な
タ
カ
ム
ラ
株
式
会
社
な
ど
は
、

代
表
取
締
役
が
い
ず
れ
も
学
生
時
代
か
ら
の
淡
路
島

フ
ァ
ン
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
淡
路
市
に
は
、
特
に
本

四
架
橋
以
後
の
関
西
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
、
誘
致
に
応
え
て
い
た
だ
け

た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
」（
門
市
長
）

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
誘
致
・
進
出
企
業
の
増
加
に

よ
る
波
及
効
果
の
一
つ
と
し
て
、
前
出
の
カ
フ
ェ

《
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
》（
旧
野
島
小
学
校
）の
事
例
を
始

め
と
す
る
、
統
廃
合
後
の
小
学
校
空
き
校
舎
の
利
活

用
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
淡
路
市
に
は
合
併
当
時
、
24
の
小
学
校
が
あ
り

ま
し
た
。
合
併
か
ら
の
17
年
間
で
、
13
校
が
統
廃
合

（
廃
止
）の
対
象
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
７
校

が
、
誘
致
・
進
出
企
業
の
事
業
と
し
て
、
飲
食
施
設

を
中
心
に
再
活
用
（
有
償
譲
渡
５
校
、
無
償
譲
渡
１

校
、
有
償
貸
与
１
校
）さ
れ
、
ま
た
１
校
が
淡
路
市
の

青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
空
き
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

人
々
と
常
に
綿
密
な
話
し
合
い
を
事
前
に
行
い
、
地

域
の
要
望
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。
統
廃
合
後
に
空
い

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
他
の
５
校
も
、
企
業
の
再
活

用
を
望
む
要
望
書
が
４
校
分
、
各
地
域
か
ら
届
い
て

い
ま
す
。
残
り
１
校
も
現
在
、
企
業
に
よ
る
再
活
用

の
方
向
に
向
け
、
地
域
内
で
の
話
し
合
い
が
進
ん
で

い
ま
す
」（
門
市
長
）

　

前
出
の
夢
舞
台
も
そ
う
だ
が
、
飲
食
関
連
施
設
だ

け
で
な
く
、
精
密
機
器
な
ど
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業

や
、
先
端
農
業
に
取
り
組
む
企
業
の
進
出
の
多
さ
も

目
立
つ
。
特
に
関
西
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

阪神・淡路大震災の揺れの激しさを伝える断層のズレ・野島断層（国指定天然
記念物）は淡路市災害対策のアイコン（北淡震災記念公園）

女子硬式野球クラブチーム《ブレイブオーシャンズ》の本
拠地・淡路市は全日本女子野球連盟認定「女子野球タウン」

統廃合した小学校・校舎利活用事業の代表例。旧野島小学校をカフェにリノ
ベーションした《のじまスコーラ》
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良
質
な
労
働
力
の
豊
富
さ
、
働

く
人
を
癒
や
す
優
れ
た
自
然
・

居
住
環
境
な
ど
を
、
進
出
理
由

に
挙
げ
る
企
業
が
多
い
。

　

淡
路
市
は
働
き
方
改
革
の
理

念
に
か
な
う
、
ワ
ー
ク
＋
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
両
立
す
る
《
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
》
の
好
適
地
と
し
て
の
評

価
も
高
い
の
だ
。

　

ま
た
、
先
端
農
業
に
つ
い
て

は
、
淡
路
市
北
部
に
位
置
す
る

国
営
農
地
開
発
事
業
に
よ
り
造
成

さ
れ
た
優
良
農
地
に
、
淡
路
市
、

兵
庫
県
淡
路
県
民
局
北
淡
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
、（
公
社
）ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構
、
Ｊ
Ａ
淡
路
日

の
出
な
ど
が
支
援
・
後
援
す
る
形
で
、
進
め
ら
れ
て

い
る「
北
淡
路
先
端
フ
ァ
ー
ム
」事
業
が
要
注
目
だ
。

　
「
北
淡
路
先
端
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
初
め
て
就
農
す

る
個
人
や
法
人
な
ど
が
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
１
年
目
は
失
敗
し
て
も
２
年
目
、
３
年

目
と
粘
り
強
く
取
り
組
む
う
ち
に
、
外
か
ら
来
た
人

や
会
社
が
事
業
と
し
て
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
農

業
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
、
地
域

の
就
農
者
が
新
た
な
意
欲
を
か
き
立
て
た
り
、
都
会

か
ら
帰
り
実
家
の
農
業
を
自
分
流
に
継
承
す
る
若
者

の
事
例
な
ど
も
、
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
」（
門
市
長
）

　

淡
路
市
が
推
進
す
る
『
第
２
次
総
合
計
画
』
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
一
つ
は《
い
つ
か
き
っ
と
帰
り

た
く
な
る
街
づ
く
り
》
だ
が
、
合
併
以
来
、
毎
年
平

均
５
０
０
人
前
後
の
人
口
減
少
を
続
け
て
き
た
淡
路

市
の
人
口
動
向
は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、
前
年

比
３
０
０
人
台
の
減
少
へ
と
抑
制
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
人
口
減
少
の
傾
向
が
確
実
に

改
善
さ
れ
て
い
る
と
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
計
画
的
な
社
員
の
移
転
が
象
徴

す
る
よ
う
に
、
誘
致
企
業
勤
務
の
子
育
て
・
働
き
盛

り
世
代
が
全
般
的
に
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
も
確
か
な

事
実
だ
。
雇
用
の
場
が
増
え
、
魅
力
的
な
就
業
環
境

が
整
い
は
じ
め
た
故
郷
へ
自
主
的
に
帰
っ
て
く
る
若

者
た
ち
も
増
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
２
５
年
に
開
催
の
《
大
阪
・
関
西
万

博
（
日
本
国
際
博
覧
会
）》
の
際
に
は
、
国
内
外
の
膨

大
な
万
博
観
覧
者
が
、
周
辺
観
光
地
に
足
を
延
ば
す

こ
と
も
予
測
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
市
と
直
結
し
、
四

国
と
も
直
結
す
る
淡
路
島
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら

も
旅
行
業
界
の
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
中
で
も
、
既
に
進
出
企
業
に
よ
る
多
彩
な
観
光

交
流
施
設
を
持
つ
淡
路
市
域
は
、
か
な
り
の
に
ぎ
わ

い
に
包
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
契
機
に
雇
用
の

場
の
さ
ら
な
る
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
」（
門
市
長
）

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
合
併
以
来
精
力
的
に

推
進
し
て
き
た
企
業
誘
致
を
基
盤
に
、
多
彩
な
形
で

地
域
が
活
性
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
淡
路
市
は
、
こ
こ
２

年
ほ
ど
別
の「
縁
起
の
い
い
話
題
」で
も
盛
り
上
が
っ

て
い
る
。
本
州
か
ら
飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
昨
年

と
今
年
、
連
続
で
営
巣
し
て
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
移
住
！
」
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
大
評
判

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

淡
路
市
の
市
民
、
行
政
、
企
業
な
ど
の
連
携
に
よ

る《
い
つ
か
き
っ
と
帰
り
た
く
な
る
街
づ
く
り
》が
さ

ら
に
進し
ん
ち
ょ
く捗し

、
そ
れ
が
明
確
な
交
流
人
口
の
増
加
や

移
住
定
住
の
促
進
に
結
実
し
た
時
に
は
、「
あ
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
が
そ
の
予
兆
だ
っ
た
」
と
、
伝
説

的
に
語
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
全
く
の
夢
物
語
で
は
な
い
。
予
兆
は
既

に
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
現
れ
て
い
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
７
月
29
日
）

2年連続でヒナが誕生した《幸》の象徴・コウノトリ（昨年はメ
スの淡夢が、今年はオスの淡輝とメスの淡美が巣立ち）

淡路市北部の岩屋港から明石港を結ぶ高速船・ジェノバラインの所
要時間は、明石海峡の狭さを証明するわずか13分!!

1時間に1本のダイヤを守り続ける淡路市生活観光バス
「あわ神あわ姫バス」は市民・観光客のカワイイ交通機関

11 市政 OCTOBER 2022


